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徴づけを試みた。研究方法は、概して 180名の 18 ～ 20歳の女子短大・大学生を対象とした
アンケート調査である。回答者の調査票に記載した設問は、家庭や個人的な事情等の制約が
ないという状況下で都市部への流出に影響すると思われる要素を評価することである。ここ
では、予備研究の段階で抽出した 12個の要素を評価要素とし、180名の 18 ～ 20歳の女子
短大・大学生にそれぞれの要素を「全く影響しない」から「とても影響する」の 7段階で評価
してもらった。データの処理は、回答者の出身地の人口規模を基準に「30万人～」、「20万～






伊豆田　義　人 中 川  恵 田 中 祐 希
Giido Izuta, Megumi Nakagawa and Yuki Tanaka
Factors Influencing Relocation of Young People 





















価してもらった。調査の時期は 2017年 6月下旬～ 7月末で、実施場所は承諾等の手続を経
て東北地方の大学と短大にて行った。
2． 2 調査内容とデータ分析





1.全くない     2.ない    3.あまりない















20%になっている。「10万～ 20万人」、「5万～ 10万人」と「2.5万～ 5万人」の分類はそれ
ぞれ 11%、18%と 25%を占め、「市」を表している。なお、18%の「～ 2.5万人」は主に「町」
と「村」を表している。
1.全くしない    2.しない   3.あまりしない


































「The root mean square of the residuals（RMSR）」は「0.1」であるので、望ましい「< 0.1」




































グループ「10万～ 20万人」の因子分析結果は図 8にある。このグループは 5つの因子で表
すことができる。また、「cumulative var」は 0.74であり、「（RMSR）」と「Fit based upon 
off diagonal values」はそれぞれ 0.04と 0.99であることに加え、「Multiple R square of 
scores with factors」はすべて 0.85以上なので、これらの因子はグループのデータを説明で
きていると言える。そこで、因子 1 ～ 5はそれぞれ≪雰囲気・評判・好評・一人暮らし≫、
図 8 「10万～ 20万人」の因子分析


























図 11 「5万～ 10万人」の集計。横軸の点線は因子を表す
図 12 「2.5万～ 5万人」の因子分析
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図 12にある 6因子モデルの「cumulative var 0.67」、「（RMSR） is 0.02」と「Fit based 








図 13 「2.5万～ 5万人」の集計。横軸の点線は因子を表す
図 14 「～ 2.5万人」の因子分析
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図 15 「～ 2.5万人」の集計。横軸の点線は因子を表す
ところで、グループ「～ 2.5万人」の処理結果を考える。因子モデルは図 14にあるように
4因子により構成され、その精度は指標「cumulative var 0.57」、「（RMSR） is 0.07」と「Fit 
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